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刀
研
師
に
よ
る
研
磨
の
実
演

　
被
災
地
復
興
の
気
持
ち
を
届
け

よ
う
と
、
「
頑
張
ろ
う
日
本
！
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
演
奏
会
」
が
五
月
三
日
、
奥

出
雲
太
鼓
祭
実
行
委
員
会
が
主
催

し
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
駐

車
場
で
開
催
。
募
金
の
呼
び
掛
け

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
内
田
幹
雄
さ
ん

は
「
微
力
だ
が
支
援
の
手
を
差
し

伸
べ
た
い
と
思
い
開
催
し
た
。
こ

の
気
持
ち
を
被
災
地
に
届
け
ら
れ

る
よ
う
な
演
奏
を
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
演
奏
会
で
は
仁
多
乃
炎

太
鼓
を
は
じ
め
、
町
内
外
で
活
動

す
る
八
つ
の
音
楽
団
体
が
演
奏
を

披
露
し
、
ど
の
団
体
で
も
復
興
へ

の
願
い
を
込
め
た
、
前
向
き
な
曲

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
番
手
の
三
成
保
育
所
「
げ
ん

き
太
鼓
」
の
十
二
人
の
園
児
た
ち

は
、
演
奏
の
最
後
に
「
私
た
ち
も

応
援
し
て
い
ま
す
。
前
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
被

災
地
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
訪
れ
た
約
百
五
十
人
の

観
客
は
、
復
興
へ
の
願
い
を
胸
に
、

演
奏
を
楽
し
む
と
と
も
に
演
奏
者

と
一
緒
に
な
っ
て
会
場
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　
町
内
で
初
め
て
と
な
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
奥

出
雲
町
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
」
の
発
足
式
が
四
月
二
十

六
日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
三
月
か
ら
体
験

活
動
や
用
具
整
備
を
行
う
な
ど
準

備
を
進
め
、
小
学
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
の
二
十
八
人
を
ク
ラ
ブ

員
と
し
て
、
発
足
の
日
を
迎
え
ま

し
た
。

　
発
足
式
で
ク
ラ
ブ
代
表
の
内
田

雅
人
さ
ん
（
三
成
）
は
「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
気
持
ち
で
つ
な
ぐ
ス
ポ

ー
ツ
。
活
動
を
通
じ
て
、
互
い
に

助
け
合
い
な
が
ら
、
絶
対
に
諦
め

な
い
気
持
ち
を
育
ん
で
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ブ
員
を
代
表
し
、

細
木
仁
さ
ん
（
三
成
小
六
年
）
が

「
ク
ラ
ブ
発
足
に
関
わ
っ
た
皆
さ

ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

一
生
懸
命
練
習
を
し
、
こ
の
ク
ラ

ブ
の
名
前
を
広
め
た
い
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
ク
ラ
ブ
員
全
員
で
、

サ
ー
ブ
に
よ
る
始
球
式
を
行
い
、

発
足
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
週
二
回
（
火
・

金
曜
日
、
午
後
七
時
か
ら
八
時
三

十
分
）
の
練
習
を
行
い
、
最
初
の

目
標
で
あ
る
、
県
大
会
で
の
初
勝

利
を
目
指
し
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
船
通
山

カ
タ
ク
リ
登
山
」
が
四
月
二
十
九

日
に
行
わ
れ
、
多
く
の
登
山
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
カ
タ
ク
リ
は
ユ
リ
科
の
多
年
草

で
開
花
す
る
ま
で
に
七
年
を
要
し
、

花
び
ら
を
反
り
返
ら
せ
る
独
特
の

姿
と
、
爽
や
か
な
薄
紫
色
が
登
山

客
の
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
例
年
、
こ
の
時
期
に
見
頃
を
迎

え
る
カ
タ
ク
リ
で
す
が
、
こ
の
日

は
冬
の
大
雪
の
影
響
で
、
お
目
当

て
の
カ
タ
ク
リ
の
群
生
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
保
全
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
横
田
山
の
会
に
よ
る
自

然
観
察
会
や
カ
タ
ク
リ
の
生
態
を

紹
介
す
る
紙
芝
居
、
山
頂
か
ら
の

大
山
・
日
本
海
の
眺
望
な
ど
、
澄

み
渡
っ
た
青
空
と
爽
や
か
な
春
風

に
吹
か
れ
な
が
ら
、
登
山
客
は
春

の
船
通
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
五
月
の
連
休
後
半
に
は
、
少
し

遅
め
の
見
頃
を
迎
え
、
か
わ
い
ら

し
い
カ
タ
ク
リ
の
花
々
が
、
登
山

客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　前行政相談員の谷尻一徳氏（上阿井）に、総務大臣から感謝状が贈呈されま
した。
　谷尻氏は、行政サービスに関する相談の受付や解決のための助言などを無
報酬で行う町民の身近な相談相手「行政相談員」として、平成19年4月から平成
23年3月までの4年間、行政経験を活かした相談業務に尽力されました。

行政相談員として永年尽力

　松本さんは、昭和38年から54年までの16年間仁多町議会議員を務められ、
その間、厚生常任委員会副委員長、土木常任委員会委員などを歴任し、地方自
治の発展と住民福祉の向上に貢献されました。
　また、昭和56年11月から平成4年9月までの10年10ヶ月間は町教育委員会委
員として、平成4年10月から平成7年10月までの3年間は町教育委員会委員長
として、教育の振興発展に尽瘁されました。
　これらをはじめとする多数の功績により、今回叙勲の栄に浴されました。

　
名
勝
「
鬼
の
舌
震
」
の
川
開
き

安
全
祈
願
祭
が
四
月
二
十
六
日
、

玉
日
女
神
社
参
道
で
行
わ
れ
地
元

団
体
や
観
光
協
会
な
ど
、
関
係
者

約
五
十
人
が
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安

全
と
観
光
振
興
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
会
長
の
井
上
町
長
か

ら
「
『
鬼
の
舌
震
』
は
町
の
大
き

な
地
域
資
源
で
あ
り
、
恵
ま
れ
た

自
然
の
宝
物
。
つ
り
橋
建
設
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、
多
く
の

方
に
気
軽
に
来
て
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
神
事
が
終
わ
る
と
玉
日
女
橋
か

ら
御
神
酒
流
し
を
行
い
、
川
辺
で

は
井
上
町
長
と
十
人
の
三
成
幼
稚

園
園
児
が
、
ヤ
マ
メ
百
二
十
匹
を

放
流
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
放

し
た
ヤ
マ
メ
が
泳
ぐ
姿
を
見
て
歓

声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
鬼
の
舌
震
に
は
、
大
型
連

休
や
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
に
年

間
約
十
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。
雄
大
な
渓
谷
が
織
り
成
す
自

然
の
風
景
は
毎
年
多
く
の
人
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
刀

工
活
動
を
行
っ
て
い
る
小
林
一
門

の
企
画
展
が
四
月
二
十
九
日
か
ら

五
月
八
日
の
間
、
奥
出
雲
た
た
ら

と
刀
剣
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
小
林
貞
永
刀
匠
作

の
刀
を
は
じ
め
と
し
た
一
門
歴
代

の
作
品
二
十
六
振
り
、
作
刀
に
使

用
す
る
道
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
刀
身
彫
刻
師
の
柏
木
重

光
さ
ん
（
米
子
市
）
、
刀
研
師
の

柏
木
良
さ
ん
（
米
子
市
）
に
よ
る
、

彫
刻
と
研
磨
の
実
演
も
行
わ
れ
、

来
場
者
は
間
近
で
見
学
で
き
る
貴

重
な
機
会
と
あ
っ
て
、
質
問
を
し

な
が
ら
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　
中
庭
で
は
、
島
根
抜
刀
会
に
よ

る
抜
刀
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
ざ
一
畳
分
を
巻
い
た
棒
を
本
物

の
日
本
刀
で
斬
る
実
演
は
迫
力
満

点
。
来
場
者
か
ら
は
、
歓
声
と
拍

手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲キャプション

▼元気な演奏でエールを贈る三成保育所「げんき太鼓」▼みんなのサーブで始球式

▲ヤマメを放流する三成幼稚園児たち

▲迫力ある抜刀実演

▲山頂でくつろぐ登山者

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

る
び

た
ま
ひ

め

じんすい

▲


